
会 議 録 令和４年９月27日作成 令和８年３月末日廃棄

会議名 京都府中京警察署協議会（令和４年度第２回）

開催日 令和４年９月26日（月曜日）

時 間 午前９時30分から同11時50分までの間 ( 140分)

場 所 京都府中京警察署 講堂

大東会長、岡見副会長、近藤委員、西木委員、岩井委員、足立委員、

清水委員、馬場委員、続委員、西田委員

出席者
（欠席 長谷川明委員、中町委員及び長谷川侑委員） 計10人

署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長

交通課長、警備課長及び広聴・相談係長 計10人

諮 問
１１０番指令センター等の見学を通じた警察業務への理解について

事 項

１ 広報センター、交通管制センター及び１１０番指令センター視察

説明、案内 広報応接課課員

２ 協議 司会 副会長

【委員】本日、１１０番指令センターを見学したところ、その時点では 238

件の１１０番通報があった。内訳としては、圧倒的に交通事故が多い

一方で、悪質ないたずら通報もあるとの説明を受けた。業務多忙の中、

警察としては正に緊急対応しなければならない事案がある中で、いた

会 議 ずらの通報についてどのような対応をされているのか。

内 容 【警察】１１０番通報を受信すれば、必ず現場臨場して事案の有無や状況等

を確認している。交通事故以外の通報としては、泥酔、けんか口論、

騒音苦情が多く、現場到着しても通報者、関係者がいない場合もある。

その場合は、付近の住民、通行人に対して、聞き込みを行うなど、事

案の確認を行っており、事案によっては、直ちに防犯カメラの画像の

確認を行う場合もある。

【委員】１１０番指令センターでは、京都府下で１日に約 600件の１１０番

通報を受けているとの説明を受けたが、そのうち中京署に関係する１

１０番通報の件数はどのくらいあるのか。また、１１０番通報ではな



く、加入電話申告や、直接来訪した上での申告もあると思われ、それ

ぞれの件数はどの様になっているのか。

【警察】中京署管内の１１０番受理件数は、曜日によって差があり、１日当

たり30～60件の通報を受けている。また、加入電話申告は、１日当た

り20～30件、直接来訪した上での申告は、約10件である。

【委員】広報センターでは、手錠等の装備品の説明を受けた際に刺股という

装備品があると聞いた。それはどのようなものか。

【警察】（実物を提示しながら）凶器等を所持している被疑者と距離を保ち

ながら、Ｕ字の部分に被疑者の体を入れた上で、壁等に押しつけて相

手の動きを制圧するものである。また、従来の刺股が進化した「ケル

ベロス」という装備品があり、Ｕ字の先端にバネ加工したマジックテ

ープが装備されており、同マジックテープの部分で強く押しつけると、

マジックテープが被疑者の体に巻き付いて動きを抑えるものである。

犯人確保の際の装備品として運用している。

【委員】医療従事者の観点から、児童虐待や高齢者虐待の際の対応につい

て、警察と消防が連携していただいていることには、大変助かってい

る。警察として、各種虐待事案の対応に関しては、どのような点に留

会 議 意されているのか。

内 容 【警察】虐待を受けている方からの申告は期待できない。まずは「見逃し」

がないように注意している。近所の方からの「子どもが泣いている。」

との１１０番通報を受けて現場臨場したが、泣き声がないからといっ

て、調査を終了するのではなく、周辺住民に対して聞き込み等を実施

して、虐待の有無を徹底的に調査する。虐待を認めた場合は、区役所

と連携の上、過去の虐待歴の有無を確認し、事件対応または、児童相

談所への通報による対応を推進している。

【委員】以前、サリン様の不審物を発見して、１１０番通報した経験がある。

個々の事案で１１０番通報すべきか、直接中京署に通報すべきか判断

に迷うところがあるが、判断の基準はあるのか。

【警察】個々の事案において、悩むこともあると思われるが、１１０番通報

していただいても問題はない。判断基準としては、切迫性、緊急性の

事案であれば１１０番通報していただきたい。

最近の国際テロ情勢では、日本全国でテロが発生する可能性があり、

中心繁華街等集客施設が多い中京区はテロの対象となり得る。不審物

を発見すれば、迷わず、１１０番通報していただきたい。

【委員】広報センター等の見学をして、改めて情報発信の重要性を感じた。

少子化で、警察も人材を確保することは困難と思われる中で、府民が

理解できるような警察の魅力を発信するのに、どのような対策を講じ



ているのか。

【警察】警察本部警務課採用係と連携を密にしている。拝命後まもない若手

警察官をリクルーターに指定して母校への勧奨活動を推進している。

会 議 また、署を開放して職場見学会を開催するなど、警察業務の魅力を発

内 容 信して人材確保に努めている。

３ 事務連絡

令和４年度第３回中京警察署協議会は、令和４年12月に実施予定である。

以上



第２回京都府中京警察署協議会の開催状況


